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新潟市の水道は、平成22年に創設100周年という記念すべき年を迎えました。
日本の近代水道は明治20年に横浜で始まり、本市では全国で19番目という早い時期に創設さ
れました。その時代背景には、幕末の修好通商条約による開港五港に新潟港が指定され、湊町の
宿命であるコレラなど伝染病への対策や入港船舶への給水、また相次ぐ火災の発生などがあり
ました。しかしながら、水道布設には莫大な費用を要するため、水道創設の機運が高まったもの
の、実現に至らなかったこともあり、「土砂で埋まる港の再興が先か、水道が先か」の熱い議論を
繰り返した結果、市民の衛生重視、暮らしを優先させた先人たちの英断により、明治43年10月１
日に待望の水道創設が実現したのです。
創設時の給水人口はわずか１万人程度でしたが、市勢の発展とともに５回にわたる拡張事業
を重ね、平成17年の「平成の大合併」を経て政令指定都市となった今日、給水人口は約80万人にな
り、本州日本海側で最大規模の水道事業に成長しました。
この100年の歴史のなかで本市水道にも幾多の苦難がありました。なかでも昭和39年の新潟地
震では、全水道管の約７割が被害を受け、各戸に給水できるまでに約３カ月を要したものの、全
国の多くの皆さまから援助をいただき復興することができました。
現在の水道は、市民生活と産業活動に欠かせないライフラインの一つであり、平時はもとより
災害時においても速やかな復旧により安定的な給水が求められています。100周年という歴史
的節目を新たな出発点として、将来にわたって安全な水の安定供給を持続していくため、より一
層努力する決意を新たにしています。
結びに、100年の歴史に輝かしい足跡を残された先人たちに改めて深く敬意を表すとともに、
市民の皆さま方をはじめ関係各位のご理解とご支援に心より感謝申し上げまして、あいさつと
いたします。

平成23年３月

新潟市水道事業は、明治43年10月１日に通水を開始して以来、平成22年に大きな節目として
100周年を迎えることができました。
100周年を記念して、日本水道協会の全国水道研究発表会の新潟市開催や水道技術研修セン
ターを建設したほか、市民参加による信濃川水源地トレッキングや記念式典など、さまざまな記
念事業を開催し、100年の歴史や現状などについて周知に努めました。
この「新潟市水道100年誌」も記念事業の一つであり、これまでも80周年と90周年の節目には

「新潟市水道八十年史」、「新潟水道90年のあゆみ」を刊行しておりますが、本誌は90周年以降の記
録と100年の歴史の総まとめとして、あらためて諸先輩の労苦に触れながら編纂いたしました。
100年を経た現在、水道事業を取り巻く社会情勢は、長引く景気の低迷、少子高齢化社会の進行、
節水器具の普及、市民意識の変化など社会的外部環境の変化により、水需要は逓減傾向にあり、さ
らに、高度経済成長期の昭和40年代に建設された施設の老朽化対策など厳しい経営環境にありま
す。また、団塊世代の熟練技術者の大量退職に伴う技術継承も大きな課題となっています。
このような環境の変化や課題に適切に対応するため、「お客さまに信頼される水道」を理念と
する「新潟市水道事業中長期経営計画」を平成19年３月に策定し、浄水場の統廃合、水道施設の耐
震化、人材育成の強化など、将来にわたり安全な水を安定して供給する水道事業者としての使命
を果たすべく、当計画に基づき、ハード・ソフト両面での諸施策を推進しています。
今日における本市の水道は、技術面や事業運営面でも全国的に高い評価を受け、それを誇りに
思うとともに、これもひとえに先輩諸氏の努力と水道にかけてこられた情熱の賜物であり、心か
ら感謝しております。これまで引き継いできた知識、経験、技術をはじめとした多くの新潟水道
の宝を、さらに発展させて次代に伝えていくために、本誌がその懸け橋となることを念願してや
みません。

平成23年３月

新潟市長

　篠　田　　昭
新潟市水道事業管理者

　宮　原　源　治

発刊にあたってごあいさつ
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